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記 

 ガイドの依頼及び問合せは、敦賀観光協会にて受付け

ています。申込み用紙は、下記のアドレス内の「団体向

け観光ガイド」から申込書をダウンロードし、必要事項を

記入いただいた後、敦賀観光協会宛てにお送り下さい。 

 敦賀観光協会 ＴＥＬ  ０７７０－２２－８１６７  

                        ＦＡＸ  ０７７０－２２－８１９７ 

           URL   https://tsuruga-kanko.jp/ 

ガ イ ド の 依 頼 ・ 問 合 せ 

 観光ボランティアガイドつるがは、随時メンバーを募

集しています。敦賀のことをもっと知りたい方、観光に

来られた方に紹介したい方、人と接するのが好きな方、

入会に制限はありません。下記の連絡先までお気軽

にお問い合わせ下さい。 

ボランティアガイドつるが ＴＥＬ ０７７０－２１－００５６  

敦賀観光協会        ＴＥＬ ０７７０－２２－８１６７ 

ガ イ ド メ ン バ ー 募 集 中  

                                                      
   

敦賀水戸烈士遺徳顕彰会       会 長  河瀬 一治 
         

 新入会員のごあいさつ   蛭子 政喜  

☆敦賀市立博物館       
   ○ 特別展 日本横断！運河計画      10月18（金） ～ 11月24日（日） 
    太平洋側と日本海側を結ぼうとしてきた歴史において「運河計画」はその象徴の一つです。敦賀と

琵琶湖間に運河を設置し、太平洋側に水運を繋げる壮大な計画でした。多くの計画段階の史料が残っ
ており、海と共に栄枯盛衰の歴史を歩んできた敦賀の、知られざる歴史の一端が紹介されています。    

   ○ 企画展 行き交う人々、交わる文化   11月28（木） ～ 令和7年１月13日（月・祝） 
    みなとまち敦賀の美として、鈴木松年「山姥図屏風」（寄託資料 真禅寺蔵）などが展示されます。 
 

☆福井県立歴史博物館   
   ○ 特別展 越前の禅文化～大本山永平寺の文化財を中心に～  ９月21日（土）～11月４日（月）  
    越前という地域と、そこに根を下した禅文化について、大本山永平寺及びゆかりの寺院に受け継が

れた貴重な文化財により紹介されます。道元禅師真筆の国宝「普賢坐禅儀」、重要文化財「正法眼
蔵」はもとより、今回、現地でも一般観覧のできない「山門羅漢堂」内の羅漢像の初公開も見どころ
です。また、羅漢堂内部の高精細映像も上映されます。 
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は
じ
め
ま
し
て
、
こ
の
８
月
に
入

会
し
ま
し
た
敦
賀
出
身
の
蛭
子
政
喜

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
開
業
も
あ
り

約
５
０
年
ぶ
り
に
地
元
に
戻
っ
て
き

ま
し
た
が
、
街
全
体
が
大
き
く
変
貌
、

進
化
し
て
い
る
事
に
関
心
を
抱
き
、

街
全
体
の
観
光
や
歴
史
を
身
に
付
け

て
自
己
啓
発
を
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
と
も
金
沢
の
あ
る
会
で
知
り
合
い

大
変
興
味
を
持
ち
活
動
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
、
全
国
を
仕
事
で
廻
り

活
動
し
ま
し
た
が
、
敦
賀
の
事
は
原

発
以
外
の
事
は
残
念
な
が
ら
余
り
認

知
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
し
た
。 

 

人
生
の
残
り
の
時
間
を
地
元
で
過

ご
す
中
で
、
生
ま
れ
育
っ
た
街
と
地

域
に
、
市
民
と
し
て
少
し
で
も
恩
返

し
を
し
た
い
と
感
じ
、
そ
の
た
め
に

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

て
敦
賀
の
観
光
・
歴
史
の
こ
と
を
国

内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
貢
献
し
た
く
ガ
イ

ド
の
活
動
に
微
力
な
が
ら
参
加
し
て

手
伝
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

背後の木々も整備された武田耕雲斎等の墓所         

 

今
か
ら
百
六
十
年 

前
に
、
こ
こ
敦
賀
の 

地
で
無
念
の
死
を
遂 

げ
ら
れ
た
水
戸
烈
士 

茨
城
か
ら
の
行
軍
中 

の
戦
い
に
て
戦
死
・ 

病
死
さ
れ
た
方
々
が 

祀
ら
れ
て
い
る
松
原 

神
社
・
墓
地
を
我
々
顕
彰
会
（
会
員
六
十
名
）
に
て

御
守
り
し
、
毎
年
十
月
十
日
に
は
御
霊
を
鎮
魂
す
る

「
例
大
祭
」
を
、
関
係
各
市
か
ら
お
越
し
い
た
だ
き

行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

江
戸
時
代
末
期
の
頃
、
日
本
は
外
国
か
ら
の
開

港
・
交
易
の
圧
力
に
対
し
そ
れ
を
払
い
の
け
る
か
、

戦
い
と
な
り
負
け
て
植
民
地
化
さ
れ
る
の
か
永
い
間

の
鎖
国
状
態
か
ら
の
急
激
な
国
策
の
変
化
に
判
断
を

迫
ら
れ
た
時
代
で
し
た
。 

 

水
戸
烈
士
天
狗
党
の
一
行
が
勅
諚
を
願
い
、
京
都

を
目
指
し
、
外
国
と
戦
い
天
皇
を
中
心
と
し
た
国
づ

く
り
を
進
言
す
る
事
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

結
果
と
し
て
無
念
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
江
戸
か
ら

明
治
へ
の
時
の
流
れ
を
早
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
行
動
は
後
に
称
賛
さ
れ
、
新
し
い
時
代

を
迎
え
る
転
換
期
と
な
っ
た
の
は
間
違
い
の
な
い
事

実
で
す
。 

 

敦
賀
の
地
で
無
念
に
も
夢
と
破
れ
た
水
戸
烈
士
の

方
々
の
御
霊
を
こ
れ
か
ら
先
、
二
百
年
、
三
百
年
と

御
守
り
す
る
事
は
我
々
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
し
、
是
非
と
も
後
世
に
受
け
継
い
で
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

本
年
、
烈
士
が
収
容
さ
れ
た
「
に
し
ん
蔵
」
、
歴

史
解
説
す
る
「
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
」
が
移
設
お
よ
び

新
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
後
に
残
し
て
お
く
文
化
財
と
し
て
将
来
ま
で
伝

え
ら
れ
る
と
確
信
致
し
て
お
り
ま
す
。 

 

毎
年
10
月
10
日
、
敦
賀
水
戸

烈
士
遺
徳
顕
彰
会
に
よ
り
、
松

原
神
社
例
大
祭
が
執
り
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
１
９
５
４
年
、
顕

彰
会
が
設
立
さ
れ
、
武
田
耕
雲

斎
等
墓
の
清
掃
な
ど
保
存
・
管

理
を
担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

１
９
６
４
年
、
松
原
神
社
百

年
祭
を
迎
え
、
そ
の
翌
年
に
敦

賀
市
と
水
戸
市
が
姉
妹
都
市
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
姉
妹

都
市
親
善
友
好
少
年
交
歓
研
修

が
始
ま
り
、
現
在
も
続
い
て
い

ま
す
。
交
歓
研
修
に
お
い
て
私

た
ち
は
、
新
保
の
陣
屋
等
を
案

内
し
、
敦
賀
の
人
々
の
温
か
い

対
応
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。 

 

一
方
、
紙
面
で
も
紹
介
し
ま

し
た
が
「
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
敦
活

フ
ェ
ス
タ
」
に
ガ
イ
ド
つ
る
が

と
し
て
初
め
て
参
加
し
、
沢
山

の
皆
さ
ん
と
の
交
流
が
あ
り
ま

し
た
。
ブ
ー
ス
で
は
「
敦
賀
は

鉄
道
と
港
の
ま
ち
」
と
題
し
た

ク
イ
ズ
を
出
題
し
て
回
答
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
難
し
い
問

題
も
あ
り
、
皆
さ
ん
パ
ネ
ル
の

資
料
を
ヒ
ン
ト
に
回
答
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
米
澤
敦
賀
市
長
に

も
ブ
ー
ス
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ク
イ
ズ
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
さ
れ
ヒ
ン
ト
な
し
で
全
問

正
解
で
し
た
！ 

 
 

（
将
） 

 



 

敦
賀
の
み
ど
こ
ろ 

 

⑪  

「水
戸
天
狗
党
」慰
霊
の
地 

 
観  光 
スポット 
紹  介 

 

「
水
戸
天
狗
党
」
は
、
朝
廷
に
尊
王
攘
夷
の
素
志
を
訴
え
る
た
め
、
水
戸
か
ら
京
都
へ
は
る
ば
る
本
州
中
部
を
横
断
し
敦
賀
ま
で
来

た
時
、
明
治
維
新
目
前
で
、
幕
府
に
降
伏
し
処
刑
さ
れ
た
。
敦
賀
の
人
々
は
、
当
地
で
は
戦
争
を
し
て
い
な
い
彼
ら
に
、
当
初
よ
り
同

情
的
な
気
持
ち
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
松
村 

由
利
子
） 

ゆ
か
り
の
史
跡 

〇
武
田
耕
雲
斎
本
陣
跡
（
市
指
定

史
跡
）…

新
保
地
区
に
あ
り
、
当

時
問
屋
だ
っ
た
塚
谷
家
の
屋
敷
の

一
部
で
書
院
造
。
耕
雲
斎
が
本
陣

を
置
き
、
加
賀
藩
と
会
談
を
行
っ

た
。
「
新
保
陣
屋
」
と
も
い
う
。 

                

〇
武
田
耕
雲
斎
等
墓
（
国
指
定
史

跡
）…

処
刑
さ
れ
た
人
々
の
遺
体

が
埋
め
ら
れ
た
場
所
で
、
小
高
い

塚
の
上
に
墓
碑
が
建
て
ら
れ
て
い

る
。
（
右
下
写
真
） 

ガ

イ

ド

つ

る

が

の

取

組

み

紹

介 
 

 

現
在
の
墳
墓
は
、
大
正
３
年

（
１
９
１
４
）
の
50
年
祭
時
に
改

修
さ
れ
た
、
約
30
ｍ
四
方
、
高
さ

約
4
ｍ
の
方
墳
型
の
塚
で
あ
る
。 

 

 

ま
た
、
こ
の
お
墓
の
向
か
っ
て

右
前
に
は
、
社
殿
の
か
わ
り
に
建

て
ら
れ
た
松
原
神
社
碑
（
明
治
16

年
建
立
で
、
碑
表
上
部
篆
額
が
有

栖
川
宮
熾
仁
親
王
の
筆
）
が
、
明

治
31
年
ま
で
神
社
と
し
て
祀
ら
れ

て
い
た
。
こ
の
碑
は
現
在
松
原
神

社
境
内
に
移
さ
れ
て
お
り
拝
見
で

き
る
。 

 

〇
松
原
神
社…

明
治
８
年
（
１
８

７
５
）
創
建
。
明
治
16
年
（
１
８

８
３
）
神
社
碑
建
立
。
明
治
31
年

(

１
８
９
８
）
旧
社
殿
完
成
。
大

正
３
年
（
１
９
１
４
）
50
年
祭
を

契
機
と
し
て
現
在
の
場
所
に
移
転
。 

 

             

明
治
11
年
（
１
８
７
８
）
明
治

天
皇
が
北
陸
に
行
幸
し
た
際
、
祭

祀
料
５
０
０
円
が
下
賜
さ
れ
、
そ

の
10
月
10
日
を
祭
典
日
と
し
て
い

る
。 

 

境
内
に
は
、
天
狗
党
が
監
禁
さ

れ
た
舟
町
の
鯡
蔵
16
棟
の
内
１
棟

が
、
保
存
を
希
望
す
る
市
民
運
動

を
受
け
て
移
築
さ
れ
、
水
戸
烈
士

記
念
館
（
旧
鯡
蔵
＝
市
指
定
文
化

財
）
と
な
っ
て
い
た
。
現
在
、
松

島
広
場
に
移
築
さ
れ
て
い
る
。 

 

境
内
の
多
数
の
梅
の
木
は
水
戸

市
か
ら
献
木
さ
れ
た
「
偕
楽
園
」

の
梅
で
あ
る
。
早
春
の
寒
気
の
残

る
中
、
百
花
に
さ
き
が
け
て
開
花

し
、
強
い
香
気
を
は
な
つ
気
品
あ

る
姿
は
「
水
戸
天
狗
党
」
を
想
わ

せ
る
。 

 

（
松
村 

由
利
子
） 

 

（
参
考…

「
水
戸
天
狗
党
敦
賀
に

散
る
」
敦
賀
市
立
博
物
館
発
行
） 

 
 

   

 

本
フ
ェ
ス
タ
は
、
市
民
活
動
の

活
性
化
を
目
的
に
、
各
団
体
の
活

動
を
発
表
す
る
機
会
を
作
り
、
交

流
を
深
め
、
市
民
に
活
動
内
容
を

知
っ
て
も
ら
い
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
『
さ
ぁ
出
か
け

よ
う
、
敦
賀
の
か
が
や
き
再
発

見
！
』
で
、
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

と
き
ら
め
き
み
な
と
館
で
行
わ
れ
、

作
品
創
り
を
体
験
す
る
姿
や
、
ダ

ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
楽

し
む
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

観
光
ボ 

ラ
ン
テ
ィ 

ア
ガ
イ
ド 

つ
る
が
も 

初
め
て
参 

加
し
、
敦 

賀
は
鉄
道 

と
港
の
ま 

ち
と
題
し 

た
ク
イ
ズ 

を
用
意
し
、
ブ
ー
ス
に
来
ら
れ
た

多
く
の
方
々
と
の
交
流
を
楽
し
み
、

港
と
鉄
道
の
歴
史
を
ご
紹
介
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
組
み
も
私

た
ち
の
活
動
紹
介
の
場
と
し
て
大

変
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

J
O
Y 
J
O
Y 

 

８
月
23
日
か
ら
25
日
の
日
程
で
、

水
戸
市
か
ら
小
学
６
年
生
16
人

（
指
導
者
６
人
）
の
使
節
団
が
敦

賀
市
を
訪
れ
小
学
生
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。
30
度
を
超
え
る
暑
さ

の
中
、
み
ん
な
揃
っ
て
元
気
に
新

保
の
陣
屋
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

天
狗
党
が
と
て
も
苦
労
し
て
こ

こ
来
た
の
は
雪
深
い
冬
の
時
期
、

村
人
た
ち
は
最
初
は
怖
か
っ
た
け

れ
ど
、
質
素
な
が
ら
も
温
か
い
汁

物
を
出
し
た
こ
と
を
紹
介
す
る
と
、

そ
ん
な
情
景
を
想
像
し
て
い
る
様

子
で
、
ガ
イ
ド
の
説
明
に
み
ん
な

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

小
学
生
の
頃
か
ら
姉
妹
都
市
の

間
で
使
節
団
が
行
き
来
す
る
の
は

と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

墓
に
眠
る
天
狗
党
烈
士
を
偲
び 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子
供
達 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
も
そ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

れ
を
言 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
伝
え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
い
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
と
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
切
な 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
と
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
思
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
し
た
。 

敦
賀
で
の
「
水
戸
天
狗
党
」 

 

 

彼
ら
は
、
一
橋
慶
喜
（
水
戸
藩

主
徳
川
斉
昭
の
七
男
・
の
ち
に
15

代
将
軍
）
を
頼
り
に
、
元
治
元
年

（
１
８
６
４
）
11
月
1
日
か
ら
、

武
田
耕
雲
斎
を
総
大
将
と
し
て
千

人
余
り
が
西
上
行
軍
し
、
12
月
11

日
、
今
庄
二
ツ
屋
か
ら
雪
深
い
木

ノ
芽
峠
を
越
え
て
敦
賀
新
保
に
着

き
陣
を
置
い
た
。 

 

そ
の
後
、
幕
府
追
討
軍
包
囲
の

中
、
加
賀
藩
を
仲
介
に
交
渉
が
続

く
。
こ
の
間
、
追
討
軍
総
帥
に
な

っ
て
い
た
一
橋
慶
喜
と
の
や
り
取

り
を
経
て
、
総
攻
撃
が
伝
え
ら
れ
、

世
に
名
高
い
「
新
保
軍
議
」
後
つ

い
に
降
伏
状
を
提
出
し
た
。 

 

そ
し
て
、
彼
ら
８
２
３
人
は
加

賀
藩
に
よ
り
、
本
勝
寺
・
本
妙

寺
・
長
遠
寺
（
元
町
）
に
収
容
さ

れ
た
。
丁
寧
な
扱
い
で
あ
っ
た
と

い
う
。
し
か
し
、
翌
年
1
月
27
日

に
は
幕
府
へ
引
き
渡
さ
れ
、
舟
町

（
蓬
莱
町
）
の
鯡
肥
料
用
荷
蔵
十

六
棟
に
監
禁
。
劣
悪
な
環
境
で
冷

酷
な
扱
い
を
受
け
た
。
こ
の
時
、

敦
賀
の
人
々
は
、
役
所
な
ど
に
つ

め
か
け
処
遇
の
改
善
を
求
め
た
と 

い
う
。
さ
ら
に
、
２
月
１
日
よ
り

永
覚
寺
（
金
ヶ
崎
）
の
仮
白
洲
で

簡
単
な
取
り
調
べ
の
後
、
武
田
耕

雲
斎
以
下
３
５
３
名
の
斬
首
刑
が

来
迎
寺
野
で
執
行
さ
れ
た
。
日
本

刑
罰
史
上
、
他
に
例
を
見
な
い
大

量
処
刑
だ
と
い
う
。
ほ
か
に
、
遠

島
１
３
７
名
、
水
戸
藩
渡
し
１
３

０
名
、
追
放
１
８
７
名
。
少
年
11

名
は
「
永
厳
寺
」
（
金
ヶ
崎
）
預

か
り
と
な
っ
た
。
こ
の
寺
預
か
り

少
年
11
名
に
材
を
と
っ
て
、
「
日

本
海
作
家
」
同
人
上
坂
紀
夫
氏
が
、

「
髪
」
と
い
う
感
極
ま
る
短
編
を

発
表
し
て
い
る
。 

 

人
の
尊
い
一
命
が
、
人
為
的
に

引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
で
奪
わ
れ

る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
二
度
と
繰
り

返
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

処
刑
後
、
当
然
の
如
く
、
「
水

戸
天
狗
党
」
に
同
情
す
る
声
は
だ

ん
だ
ん
大
き
く
な
っ
て
い
く
ば
か

り
で
あ
っ
た
。
ま
も
な
く
、
敦
賀

の
諸
寺
院
は
、
「
水
戸
天
狗
党
」

の
人
々
の
法
要
を
営
ん
だ
。
多
く

の
人
々
が
供
養
に
つ
め
か
け
、
墳

墓
は
弔
い
の
人
々
で
い
っ
ぱ
い
に 

な
っ
た
。
ま
た
、
松
原
神
社
創
建

の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
行
壽
院

峻
三
は
、
自
ら
営
む
修
験
行
壽
院

に
お
い
て
初
め
て
彼
ら
の
霊
を
祀

っ
た
。 

 

こ
こ
敦
賀
に
お
い
て
現
在
も
絶

え
間
な
く
続
け
ら
れ
る
「
水
戸
天

狗
党
」
へ
の
慰
霊
。
処
刑
さ
れ
た

人
々
と
病
死
者
や
戦
死
者
合
わ
せ

て
４
１
１
柱
を
祀
る
松
原
神
社
で

は
、
毎
年
10
月
10
日
、
水
戸
か
ら

も
多
く
の
関
係
者
が
訪
れ
「
例
大

祭
」
を
挙
行
し
て
い
る
。 

 
ま
た
、
敦
賀
市
と
水
戸
市
は
、

昭
和
40
年(

１
９
６
５)

に
姉
妹
都

市
と
な
り
、
毎
年
小
学
生
の
「
姉

妹
都
市
親
善
友
好
交
歓
研
修
」
が

行
わ
れ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
敦
賀
市
立
博
物
館
で

は
、
松
原
神
社
例
大
祭
の
10
月
10

日
前
後
の
日
程
で
、
毎
年
「
水
戸

天
狗
党
」
に
関
す
る
展
示
な
ど
を

行
い
、
広
く
周
知
を
図
っ
て
い
ま

す
の
で
、
機
会
を
見
て
是
非
と
も

訪
問
し
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

敦
活
フ
ェ
ス
タ 

ブ
ー
ス
出
展 

 
 

松
原
神
社
例
大
祭 

 
 

 

10
月
10
日
、
青
天
の
下
、
敦
賀

松
原
神
社
で
例
大
祭
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
例
大
祭
は
、
敦

賀
水
戸
烈
士
遺
徳
顕
彰
会
が
毎
年

こ
の
日
に
開
い
て
い
ま
す
。 

 

水
戸
天
狗
党
は
、
尊
皇
攘
夷
を

掲
げ
、
元
治
元
（
１
８
６
４
）
年

に
挙
兵
し
ま
し
た
が
、
敦
賀
新
保

で
幕
府
側
に
降
伏
し
、
来
迎
寺
の

西
側
に
位
置
す
る
来
迎
寺
野
で
、

３
５
３
名
が
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
天
狗
党
が
茨
城
県
の

筑
波
山
で
挙
兵
し
て
か
ら
ち
ょ
う

ど
１
６
０
年
に
当
た
り
ま
す
。 

 

米
澤
敦
賀
市
長
は
じ
め
敦
賀
の

関
係
者
か
ら
は
遺
徳
を
偲
び
今
後

も
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
、
水
戸

市
長
始
め
関
係
者
か
ら
は
敦
賀
へ

の
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
皆
さ
ん
は
松
原
神
社

向
か
い
の
武
田
耕
雲
斎
等
墓
に
線

香
を
手
向
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

水
戸
市
か
ら
の 

小
学
生
使
節
団
へ
の 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

ガ
イ
ド 

 

水
戸
烈
士
記
念
館
（
旧
鯡
蔵
）

は
、
天
狗
党
の
浪
士
が
収
容
さ
れ

た
歴
史
を
持
ち
、
戦
後
、
そ
の
撤

去
が
計
画
さ
れ
る
な
か
、
保
存
を

希
望
す
る
地
域
住
民
の
運
動
を
受

け
、
松
原
神
社
境
内
に
移
築
さ
れ

ま
し
た
。
令
和
に
な
っ
て
移
築
・

修
復
工
事
が
行
わ
れ
、
今
回
、
武

田
耕
雲
斎
等
墓
の
整
備
完
了
と
と

も
に
公
開
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

私
た
ち 

ガ
イ
ド
つ 

る
が
は
、 

こ
の
施
設 

の
案
内
も 

行
う
こ
と 

か
ら
、
敦 

賀
市
文
化 

振
興
課
の 

中
野
主
幹
よ
り
、
全
体
の
整
備
の

方
針
を
始
め
、
鯡
蔵
の
内
部
の
構

造
や
造
ら
れ
た
時
代
な
ど
詳
し
い

解
説
を
受
け
ま
し
た
。 

 

ガ
イ
ド
に
当
た
っ
て
は
、
浪
士

が
収
容
さ
れ
た
鯡
蔵
は
市
民
か
ら

の
保
存
の
要
請
が
有
っ
た
事
や
浪

人
祭
り
と
し
て
天
狗
党
を
偲
ぶ
祭

り
を
続
け
て
い
る
こ
と
も
ご
紹
介

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

武
田
耕
雲
斎
等
墓
、
水
戸

烈
士
記
念
館
（旧
鯡
蔵
）の

整
備
完
了
に
伴
う
説
明
会 


